


Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」

◎◎ 空港送迎や観光は快適なメルセデスベンツで ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めにgekkan@utanet.at（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内：

ベンツ（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€32 〜€35
別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

日本語定期観光バス
　　　　　　　　　　　 完全予約制   日本語ご予約
　　　　　　　　　　　　 tel. (01)716 0947

マイバス・センター Tumlare Corporation Austria GmbH
Opernring 1/R-701  A-1010 Wien   ウィーンの森 : 火木土
月〜金 09:00-17:30  tel. 01-7160947  市内半日 : 月水金日  他

ウィーン半日市内観光／ウィーンの森半日観光／
ホイリゲとコンサートで楽しむウィーンナイト／
電車と船で行くヴァッハウ渓谷のんびりツアー／
ザルツブルクとザルツカンマーグート／ブダペスト１日

毎日催行完全予約制

日本語観光ツアー
みゅう ウィーン Miki Travel Vienna

その他ミールクーポン、オペラやコンサートの
チケットの予約・販売も致しております。

月〜金 09:00-17:30  tel. 01-310 2188 18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ウィーンデスク  Franz Jirsa GesmbH
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　月～金 / ９：30 ～ 12：30
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL: (01) 400 60 128
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   e-mail  y.takamine@viennaticket.at
JR パス、日本語観光バス、各種チケット手配

月刊ウィーン定期購読のご案内
 ◆ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円（計 12 冊分）を以下にお振込み下さい。
 ◦三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）又は
 ◦日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）　振込み後、以下にお申し込みください：
　gekkan@utanet.at　又は郵送 K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria 
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二
〇
二
〇
年
の
東
京
五
輪
開
催
が
決
定

し
、
国
全
体
が
大
き
な
喜
び
に
包
ま
れ
た

の
は
記
憶
に
新
し
い
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
の
プ

レ
ゼ
ン
で
は
、
安
倍
首
相
が
福
島
原
発
で

の
汚
染
水
対
策
に
つ
い
て
責
任
を
持
つ
と

表
明
し
た
こ
と
が
効
果
的
だ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
今
月
は
こ
の
汚
染
水

問
題
に
つ
い
て
現
時
点
で
の
情
報
に
基
づ

き
説
明
し
た
い
。
福
島
原
発
事
故
の
一
応

の
収
束
後
も
、
タ
ー
ビ
ン
建
屋
な
ど
に
た

ま
る
汚
染
水
や
一
日
約
四
百
ト
ン
流
入
す

る
地
下
水
対
策
を
進
め
て
い
た
が
、
八
月

十
九
日
に
汚
染
水
貯
留
タ
ン
ク
か
ら
の
漏

え
い
が
発
見
さ
れ
、
約
三
百
ト
ン
の
汚
染

水
が
漏
え
い
し
た
と
見
積
も
ら
れ
た
。
そ

の
後
詳
細
な
汚
染
状
況
の
調
査
が
行
わ

れ
、
汚
染
水
が
海
へ
一
部
流
出
し
た
も
の

の
、
二
つ
の
防
波
堤
で
囲
ま
れ
た
〇
・
三
平

方
キ
ロ
の
外
側
で
は
放
射
性
核
種
の
濃
度

が
検
出
限
界
以
下
か
そ
れ
に
近
い
値
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

た
だ
し
、
漏
え
い
の
原
因
や
流
出
経
路

の
特
定
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
他
の
タ
ン

ク
や
配
管
か
ら
の
漏
え
い
の
可
能
性
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
水
位
計
の
設
置
や
環
境
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
強
化
、
水
位
集
中
管
理
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、
溶
接
型
タ
ン
ク
の
増
設

な
ど
の
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
漏

え
い
を
契
機
と
し
て
、
東
京
電
力
任
せ
に

せ
ず
、
関
係
閣
僚
等
会
議
を
設
置
し
て
国

が
全
面
に
出
て
必
要
な
対
策
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
国
内
外
の
知
見
の
積
極
的
な

導
入
を
始
め
、
汚
染
水
処
理
や
地
下
水
対

策
を
含
め
た
中
期
的
な
抜
本
対
策
と
し

て
、
処
理
効
率
の
高
い
高
濃
度
汚
染
水
浄

化
処
理
設
備
の
設
置
、
建
屋
山
側
の
地
下

水
く
み
上
げ
、
凍
土
方
式
に
よ
る
陸
側
遮

水
壁
の
構
築
、
海
側
遮
水
壁
の
設
置
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対

比
で
は
、
両
市
の
観
光
船
に
つ
い
て
述
べ

て
み
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
に
は
ド
ナ
ウ
運
河

や
ド
ナ
ウ
川
を
運
航
す
る
遊
覧
船
が
各
種

あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
市
内
観
光
の
遊
覧
船
は

シ
ュ
ヴ
ェ
ー
デ
ン
広
場
と
ラ
イ
ヒ
ス
橋
の

船
着
場
間
を
行
き
来
し
て
い
る
。
そ
の
他

に
同
広
場
か
ら
発
着
す
る
ド
ナ
ウ
運
河
を

巡
る
周
遊
船
が
あ
る
。
ま
た
、
高
速
船
に

よ
る
隣
国
ス
ロ
バ
キ
ア
の
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ

バ
行
が
こ
こ
か
ら
毎
日
就
航
し
て
い
る
。

ラ
イ
ヒ
ス
橋
か
ら
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ダ

ペ
ス
ト
行
が
週
に
二
往
復
し
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
は
バ
ッ
ハ
ウ
渓
谷
の
ド
ル
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
に
至
る
遊
覧
船
が
毎
日
曜
日
に
運

航
し
て
い
る
。
バ
ッ
ハ
ウ
渓
谷
で
は
、
修

道
院
で
有
名
な
メ
ル
ク
か
ら
デ
ュ
ル
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
を
経
て
ク
レ
ム
ス
に
至
る
遊

覧
船
が
毎
日
運
航
し
て
い
る
。

　

一
方
、
京
都
の
保
津
川
下
り
は
、
平
安

京
造
営
前
に
下
流
の
京
都
・
大
阪
に
物
資

を
輸
送
す
る
こ
と
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
後

の
大
阪
城
築
城
、
伏
見
城
造
営
と
筏
に

よ
っ
て
丹
波
か
ら
木
材
が
輸
送
さ
れ
た
。

慶
長
年
間
か
ら
は
米
・
麦
・
薪
炭
な
ど
も

輸
送
さ
れ
、
昭
和
二
三
年
頃
ま
で
運
ば
れ

て
い
た
が
、
山
陰
線
の
開
通
（
明
治
三
二

年
）
と
戦
後
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
発
達
に

よ
り
、
水
運
利
用
は
次
第
に
姿
を
消
し
て

い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
保
津
川
峡
谷
の
自
然

美
は
四
季
を
通
じ
て
す
ば
ら
し
く
、
変
化

に
富
ん
だ
景
観
は
人
の
目
を
と
ら
え
て
離

さ
な
い
。
そ
こ
で
明
治
二
八
年
頃
か
ら
観

光
客
を
乗
せ
た
川
下
り
が
は
じ
ま
っ
た
。

亀
岡
か
ら
嵯
峨
ま
で
一
六
キ
ロ
に
及
ぶ
保

津
川
下
り
は
世
界
的
に
有
名
な
舟
下
り
と

し
て
知
ら
れ
、
年
間
約
三
〇
万
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ウ
ィ
ー
ン
赴

任
中
遊
覧
船
に
乗
る
機
会
は
な
く
、
保
津

川
下
り
も
こ
れ
ま
で
機
会
は
な
か
っ
た
。

ど
ち
ら
も
地
元
の
人
は
あ
ま
り
乗
ら
な
い

よ
う
で
あ
る
が
、
七
月
の
休
日
に
家
内
と

保
津
川
下
り
に
乗
ろ
う
と
Ｊ
Ｒ
亀
岡
駅
か

ら
船
着
場
に
向
け
て
歩
き
出
し
た
。
す
る

と
タ
ク
シ
ー
が
追
い
か
け
て
来
て
昨
日
の

雨
に
よ
る
増
水
で
本
日
は
中
止
と
教
え
て

く
れ
た
。
そ
の
代
わ
り
、
保
津
川
下
り
を

ほ
ぼ
併
走
す
る
嵯
峨
野
ト
ロ
ッ
コ
列
車
に

亀
岡
か
ら
嵐
山
ま
で
乗
っ
た
。
列
車
か
ら

は
カ
ヌ
ー
に
よ
る
川
下
り
を
何
隻
か
見
る

こ
と
が
で
き
、
保
津
川
下
り
の
様
子
を
想

像
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
幸
運
に
感

謝
し
つ
つ
、
ド
ナ
ウ
川
と
遊
覧
船
を
描
い

た
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く

■
杉
本
純
京
都
大
学
教
授

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の

原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 
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タンク No.12 東側の漏えい状況
Ⓒ 東京電力

ドナウ川と遊覧船

普段は私服のコントロール職員 200 人が
キャンペーン中は制服姿でパトロール。

　地下鉄、路面電車、バスなど公共交通機関を運営する
ウィーン交通社は車内マナー・キャンペーンを９月16 日か
ら10 月第１週まで３週間実施。《したいことをしてもいい、
だけどここではだめ！》《思いやり優先！》をモットーに、車
内や構内で他の乗客を不快にさせる迷惑行為をしないよう、
様々な手段で乗客に呼びかけている。
　「バーガーやケバブなど臭いのきつい食品を車内で食べな
い」「携帯電話での大声はやめて」「ヘッドフォンの音漏れ
は迷惑」「新聞の読みっぱなしなどごみを車内に捨てないで」
など。地下鉄でのスポットアナウンスは「お知らせです。Ｘ
Ｘさん。車内にごみを忘れたようなので取りに来て下さい」、
スポット動画は「人前で濃厚なキスをするカップル、バーガー
の中身をこぼす人、降りる人優先でない無理乗車」など。

ウィーン市副市長


